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論文内容要旨
 脳の毛細管量が部位1/⊂実り異ることは古くより譜められていたが,1920年のCraigieの
 硯究以来脳の毛細管密匿に関する定量的な研究が発表されて来た。、しかしこれ等の砺究も定量的処
 理の理論的根拠が必ずしも充分ではない。それ故著者は近時形態学的研究に導入されて来た積分幾
 何学的理論を用いて,人体脳について毛細管密度の研究を行った。特に生後の脳の発達に伴う毛綱
 管密度については従来殆んど研究が行なわれていないので,聯てこの点に留意した。又脳の発達と
 脳動脈系の発達が歩調を合せているかどうかは小児期脳の循環障害の理解の上で重要で診るので脳
 重量と脳動脈の半径との間に成立すろ関係を研究した。
 脳に認められる疾患を伴わない新生児より」2才までの暮験例の脳をフォルマリン固定後,大脳
 より運動領前後ニケ所,視覚領,.視床,淡蒼球,被殻,アンモン角の組織片を切り出し,5μのパ
 ラフィン切片を作製,Luxolfar'じblueとPASの重染色により,脳皮質髄質の区別と毛
 細管の切口の認定を容易ならしめた。
 一辺ゑの立方体中にその方向がrand.omi宮eされた線状構造物が存在するとき,その総長Lは
 一辺ユの正方形上のその構造物の交点の数を。'とするときL=2c,丑で与えられる。従って
 組織標本上の一定面積につき毛細管の切口の数を定めれば単位体積中の毛細管の総長を求めること
 が出来る。今回の研究に於ては125μを一辺とすろ正方形の視野を100ないし200えらんで
 計測を行い・その平均を求めた。
 毛細管密度の最も高い部位は大脳皮質であり,新生児で500,"励η,π5程度の値を示す。基底
 核中景も毛細管密度の高いのは被殻でありほぼ400㎜π/斤㈱5程度の値を示す。視床がこれに次
 ぎ,淡蒼球は基底核中景も毛細管密度が低ぐ500柳堀/袴躍5程度であった。髄質は更に毛細管密
 度が低ぐ,200～250艀η/1脚5程度の値を示した。即ち髄質の毛細管密度は大脳皮質の半分
 か又はそれ以下と推定される。このような皮質髄質の毛細管密度の差は当然皮質髄質の酸素消費量
 に大差のあることと関係ナる竜のと考.兜られ.る。
 脳の成長と共に大脳皮質の毛細管密度はやや増加する傾同を示す。この傾向は特に視覚領に於て
 署しく,この部の毛細管密度は脳の成長とともに900・脚必用m5程度にまで上昇する。これに反
 し大脳髄質の毛細管密度は脳の成長によって殆んど変化しないか,又はやや減少する傾向を示す。
 又アンモン角の毛細管密度は同様に年令と共にやや減少する傾向を示し,大脳皮質中では特異な態
 度をとる。
 なむ全身的な酸素欠乏が脳毛細管の発達に及ぼす影響をしらべるため,チアノーゼのある先天性
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 心疾患例の脳を同様な方法により検索した。10例中1例に於て毛細管密度が正常脳に比較して高
 値を示したが,他の9例では全ぐ正常脳と変りがなかった。従って現段階では全身的な酸素欠乏状
 態が脳毛細管の成長を促進するという証拠をあげることは出来なかった。Diemerは鼠の脳につ
 いて,酸素欠乏の結果として著明な毛細管の増加を見ることを報告しているが,今回の研究ではこ
 の結論を支持する結果が得られなかったものといえる。
 視覚領に於ける毛細管密度が年令とともに明らかに増加することは,視力の発達が生後に訟こる
 ことと合せて重要な所見であると考える。
 次に脳は生後成人に至るまでその重量を4倍程度に増加するが,この重量の増加にともなって単
 位重量あたりの脳血流量がどう変化するかを検索した。諏訪等によれば動脈枝の半径rとその動脈
 枝の平均血流量Qの間にはn,qを常数としてQ=q・rnなる関係が成立する。nは動脈系の差に
 かかわらずほぼ2.7と見ることが出来る。従って半径rの動脈枝が半径r1,r皇,._、..rmのm本
 の分離分れる嘲一般にr2・7-rゴ2・7+・r227+・・・・・…+r皿2・7禍1廻働成立する.脳は
 二本の内頸動脈と二本の椎骨動脈上り血流を受けるので,これらの動脈枝の存在をrとし,仮想i
 的な一本の脳動脈を考えその半径をrとすればr2・7調Σri2・7を得る。従ってもし脳の単位重量
 あたりの血流量が脳の成長によっても不変であるとすれば,脳重量をwとしKをある常・数とすれば
 W=Kr2・7なる関係が成立するはずである。この関係を検定するために例えば両対数坐棟上に於て,
 Wを横軸に,士を縦軸にとり,logrのlogWに対ナる回帰係数が1/2.7又は0.57と見られる
 かどうかを調べた。両側内頻動脈及び椎骨動脈より正確な横断面を得るよう組織片を切り出し,パ
 ラフィン切片に・つき弾力線維染色を行い,拡大投影し,屈曲した内弾性放の切口を描画し,これ
 に糸をはりつけてその長さを測定2πで除して各動脈枝の半径の推定値とし,.これより仮想
 的脳動脈幹の半径rを言†算した。対数坐標上10grの■0-gWに対する回帰係数を求めると,そ
 の値として0.46をr得た。この値は推計学的にはD,57との間に有意の差を認めなかった。従って
 この結果からは単位体積あたりの脳の血流量は脳の重量の増加にもかかわらず減少せず,むしろ多
 少増加するものと見ることが出来る。即ち脳の成長にあたり,脳動脈の成長はこれと歩調せ合せて
 論りとの面から幽成長のある時期に脳の血流に不利な条件の存在は考えられないことが明らかにさ
 れた。
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 審査結果の要量 民
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 人体剖検材料を用い,脳の毛細血管密度(単位体積中の毛細血管の総長)泣積分幾何学的方法
 によって検討し,殊に発育期にお・りrる変動ど重.点として観察を行ったものであり,その主な瀬見
 として次のものをあげている。
 (i)維児脳1伽(て汰脳皮質の毛細酪撒は5・・覧m3で礎質では2・・珀㌔確
 度でめり,脳基底核では両者の中間の値を示していた。
 (2)皮質の毛細血管密度は,脳の発育ととも疋増加する傾向がみられ,特に視覚領にむいてこり
 傾向が著るしかった。但し,アンモン角の皮質のみは例外で,毛、緬血管密度は,脳ぴ)発育につ
 れてむしろ低下する傾向を示した。
 (3)髄質にむける毛細血管密度は脳の成長と無関係にほほ一定の値を示していた。
 (4)薦垂の増加にともなって脳動脈系は,これに歩調を合わせた成長を示すことが明らかにさ
 れた。
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